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研究成果の概要（和文）：本研究は、科学哲学の重要問題として現在も論争が続く科学的実在論論争の過去・現
在・未来について「現代の科学的実在論論争の再検討」、「過去の科学哲学における実在をめぐる論争の掘り起
こし」、「今後の科学的実在論争の姿についての提案」という三つのテーマにそって検討をすすめてきた。第一
のテーマについては、科学哲学系学術誌に掲載された実在論論争の論文テーマを調査し、当該論争と科学哲学一
般の議論の影響関係を実証的に明らかにした。第二のテーマについては、特に1940年代から60年代の論争の変遷
を追い、概要を明らかにした。第三のテーマについては深層学習技術との関わりで科学的実在論論争の将来につ
いて考察を行った。

研究成果の概要（英文）：This research project examines the past, present and future of the 
scientific realism debate, which continues to be discussed as one of the most important issues in 
philosophy of science. The research centers around the three themes, "the reexamination of the 
scientific realism debate of the present", "revisiting the past debates on reality in philosophy of 
science" and "proposals for future debates on the scientific realism." On the first theme, we 
investigated the themes of realism related papers on philosophy of science journals, looking into 
the relationship between this debate and discussions in the philosophy of science in general. On the
 second theme, we traced especially the changes on the subject of the debate between 1940s and 
1960s. On the third theme, we considered the influence of the deep learning technology on the future
 of scientific realism debate.

研究分野： 科学哲学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義としては、これまで文脈化されてこなかった科学的実在論論争をさまざまな観点から文脈化
し、論争の意義や将来の方向性について考える基盤を形成したことが挙げられる。論争のただ中にある哲学者た
ちにとっては、科学的実在論論争は無時間的な論争に感じられるが、内容が時代背景によって大きく変遷してい
ることを知ることで論争を多面的に捉え直すことが可能になる。
本研究の社会的意義としては、実在をめぐって社会で行われるさまざまな議論において、科学的実在論論争の知
見を生かすために必要な注意事項が明らかになった点が挙げられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 本研究の背景となったのは、科学哲学の中心問題とされる科学的実在論論争が近年おかれて
いる状況だった。科学的実在論論争は、一般に、観察不可能な対象について科学理論が述べるこ
とも含めて、科学理論は近似的に真である、とする科学的実在論の立場と、観察不可能な対象に
ついては存在を受け入れる理由はない、とする反実在論の立場の間の論争とされる。実在論の側
の議論としては「奇跡論法」という議論があり、反実在論の側の議論としては「悲観的帰納法」
議論がある。特にこの後者の議論に答えるべく、科学的実在論の主張を弱めた「選択的実在論」
と総称されるさまざまな立場がある。この論争の枠組みは１９８０年代初頭にバス・ファン＝フ
ラーセンらの科学哲学者によって作られ、その後３０年以上、大きな修正なく引き継がれてきた。 
 この論争の状況について、二点の憂慮が本研究の背景となった。一つは、あまりに同じ枠組み
での論争が続いてきたため、新しい進展といえるものが年々とぼしくなっており、一種の閉塞状
況に陥っているように見える点である。もう一つは、肉眼での観察可能性にこだわる点など、分
野外の人にとって分かりにくい問題設定が固定化し、外から見て意義の分かりにくい、言い換え
れば自己満足的な論争となってしまっている点である。 
 本研究は、以上のような憂慮すべき特徴は、科学的実在論論争の参加者たちが、この論争を過
去の論争史とのつながりの中で相対化してとらえることができていないことによるのではない
か、という推測から出発した。１９７０年代以前に科学哲学者たちがどのような問題意識でどの
ように実在について論じてきたかということは、近年の論争ではほぼ顧みられることがなくな
っていた。たとえば、１９７０年代以前の反実在論の立場は「道具主義」として一括されるとい
う解説が科学哲学の解説書にはしばしば見られるが、少し調べれば、典型的な「道具主義」の立
場をとっていた哲学者はほとんどいなかったことが分かる。そして、それとも関連して、なぜ今
のような形で１９８０年代初頭に論争の枠組みが設定されたのか、を当時の時代状況と相対化
して見直すということもほとんどなされていなかった。 
 
 
２．研究の目的 
このような問題意識から本研究が立てる中心的な「問い」は、「歴史的パースペクティブの中に
おいて見直したとき、現在の科学的実在論論争はどのように違って見えるだろうか」というもの
である。ここでいう歴史的パースペクティブとは、「過去の経緯やそれぞれの時代状況を踏まえ
て論争を位置づけること」を指す。 
 この問いの下、本研究は、科学哲学の重要問題として現在も論争が続く科学的実在論論争を、
１９世紀以来の科学哲学の歴史の中に再定位して、この論争の現状を再評価し、次に進むべき方
向を考えることを目的として行われた。科学哲学の歴史の中で、「実在」をめぐる問題はさまざ
まに形を変えながら繰り返し問い続けられてきた。しかし、現在の論争は、１９８０年代という
ある一時期の問題設定にしばられたままずっと論争を続けており、論争の生産性自体が著しく
下がっているように見える。そこで、この論争の枠組みを問い直すため、本研究では、過去１０
０年あまりの科学哲学の歴史を掘り起こし、「実在」についての問いが、同時代的な(1)哲学の状
況 (2)科学の状況 (3)社会情勢とどのように関係していたか（いなかったか）を見ることとした。
また、その考察を踏まえて、現在の論争を歴史的パースペクティブの中で記述しなおし、今後あ
るべき論争の姿について提案を行うこととした。 
 
 
３．研究の方法 
 
研究の主な手法は質的・量的なサーベイ調査である。特に現在の状況については、科学哲学関連
雑誌の系統的な調査に基づいて全体像を浮かび上がらせることを試みた。 
また、国内外の研究者との活発な意見交換を通し、科学的実在論論争が置かれている状況をより
掘り下げることも研究を進める上で主な手法となった。 
 
 
４．研究成果 
 

2018 年度には、「現代の科学的実在論論争の再検討」と「過去の科学哲学における実在をめ

ぐる論争の掘り起こし」という 2 つの作業を並行して進めた。前者については、科学の状況

や社会情勢と比較する視点はこれまで意識されてこなかったので、先行研究の洗い直しを

行った。この課題の進行のために、現在の科学的実在論論争の代表的論者のひとりであり、



かつまた本科研費と共通する問題意識を持つリーズ大学の Juha Saatsi 氏を日本に招き、

科学哲学会での講演会、科学基礎論学会でのワークショップを開催した。そのほかにも工藤

怜之氏、石田知子氏、森田紘平氏ら若手の研究者にも研究への協力を依頼し、共同での研究

会 

等を開催した。こうした研究を通して、科学的実在論論争が科学全体についてのグローバル

な論争から個別科学の内部での実在をめぐるローカルな論争へと移行しつつあることが浮

き彫りとなった。後者については、主に 1940 年代から 1950 年代の文献を検討した。とり

わけ、1950 年に出版されたファイグルの「存在仮説」論文は当時の実在論に関する論争状

況が現在と全く異なったものであることを端的に示すものであることが明らかとなり、こ

の周辺の洗い直しが今後の課題として浮かび上がった。具体的には、反実在論を代表すると

される道具主義と呼ばれる立場が 1950 年ごろには未だ成立していなかったことが判明し

た。 

2019 年度は、「現代の科学的実在論論争の再検討」と「過去の科学哲学における実在をめぐ

る論争の掘り起こし」という 2 つの作業を並行して進めてきた。前者については、視覚的表

象と科学的実在論論争の関わりについて研究を深めた。これまで、科学的実在論論争で重視

される「観察可能性」の概念と科学者たち自身が使う観測の概念の関係が整理されることは

あまり多くなかったが、今年度の研究で分析を深めることができた。この成果を公表すると

ともに他の研究者からのフィードバックを得るため、科学史家の山口まり氏の協力をあお

ぎ、科学哲学会の年次大会でワークショップ「観測・視覚化と実在」を開催した。 

後者については、道具主義の概念をめぐる研究を中心的に行った。科学的実在論論争におけ

る道具主義という立場は、自ら道具主義者を表明する論者がほとんどおらず、なぜこれが主

要な立場の一つとして認識されるに至ったか謎が多かったが、この経緯について、１９５０

年代から６０年代の関連する文献を集中的に調査することで、かなりの部分まで明らかに

することができた。あわせて、これまであまり関係ないと思われてきたプラグマティズムに

おける道具主義の概念とも一定の連続性があることが確認できた。 

2020 年度は「現代の科学的実在論論争の再検討」と「過去の科学哲学における実在をめぐ

る論争の掘り起こし」に加えて、「今後の科学的実在論争の姿についての提案」が課題とな

った。また、研究の総括として国際学会での成果発表と海外の研究者を招いた国際ワークシ

ョップの開催を企画していた。しかし、2020 年度はコロナ禍のため企画を実施できず、延

長した 2021 年度においても状況が好転しなかったため、国際学会での成果発表と国際ワー

クショップの開催を断念した。それにかわって研究成果を科学哲学会年次大会のワークシ

ョップ「科学的実在論論争の過去・現在・未来」にて発表した。また、本研究課題の成果を

活かす形で科学哲学に関する書籍の合評会を開催した。 

「現代の科学的実在論論争の再検討」については、科学哲学系学術誌に掲載された実在論論

争の論文テーマを調査し、当該論争と科学哲学一般の議論の影響関係を実証的に明らかに

した。また、書誌情報データベース分析から論争の転換点を可視化した。これらを踏まえて

論争の現況を考察した。「過去の科学哲学における実在をめぐる論争の掘り起こし」につい

ては、これまでの研究をまとめ、20 世紀初頭から 1980 年ごろまでの科学的実在論にまつ

わる論争を整理する作業を行った。観察不可能なものの実在性がテーマとして焦点化され

たのが 1950 年代であったが、その時点では観察不可能なものについてどうやって語るかと

いう言語の問題が焦点であったこと、論争の構図が 60年代に整理されていきはしたものの、

反実在論側の論者が誰もいないいびつな論争であったことなどを明らかにした。「今後の科



学的実在論争の姿についての提案」としては、近年発達が著しい深層学習技術による人間の 

認識能力の拡張が、現代の実在論論争の膠着状態に変化をもたらす可能性を検討した。 

 

 

本科研費で行った研究集会等 
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